
京都府

京都府では、府民の皆様が安心して、豊かに暮らし、将来

に向かって夢を抱いていただけるよう、「安心」、「温も

り」、「ゆめ実現」の３つの視点から、誰もが未来に夢や希

望を持てる「あたたかい京都づくり」を進めています。

特に、府政の最重要課題として位置付ける「子育て環境日

本一」の取組の進化や、文化庁の京都移転を契機とした新た

な文化施策の展開、社会課題を解決し世界で打ち勝てる新産

業の創造など、京都が持つ強みや特色を生かした取組をさら

に加速させていく必要があります。

こうした取組を成功に導くためには、皆様のご協力が必要

不可欠です。京都府と一緒に「あたたかい京都づくり」に取

り組んでいきませんか。

京都府知事
西脇 隆俊

京都府と一緒に「あたたかい京都づくり」
に取り組んでいきましょう。

企業版ふるさと納税による寄附のお願い
令和７年度版
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京都府が実施する「あたたかい京都づくり」に向けた事業に寄附をいただいた場合に、
寄附額の最大９割まで、法人関係税の税額控除を受けることができます。

税額控除の内訳

・ 法人住民税 ⇒ 寄附額の４割を税額控除（法人住民税法人税割額の20％が上限）

・ 法人税 ⇒ 法人住民税で４割に達しない場合、その残額を税額控除

ただし、寄附額の１割を限度（法人税額の５%が上限）

・ 法人事業税 ⇒ 寄附額の２割を税額控除（法人事業税の20％が上限）

■ 京都府の事業に対するご寄附と併せて、当該事業に従事する人材を京都府に派遣いただいた場合、その人
件費分についても、最大９割の税額控除の対象となります。

■ 企業様にとっても、地域課題の解決に携わる人材の育成にも繋がります。

寄附をいただくことによる企業様のメリット

■ 府HP等で企業名称等の公表（希望される場合のみ）により、企業様のPRになります。

■ 寄附いただく事業によっては、経済的な利益の供与に当たらない範囲内で御礼を行っている場合があります。

（例：寄附を活用して整備した施設に企業名を付した銘板を設置、府作成の冊子に企業のインタビュー掲載）

■ 1,000万円以上の寄附をいただいた場合、国への紺綬褒章授与申請の対象となります。

＜留意点＞

・ 寄附を行うことの代償として経済的な利益を受けることは禁止されています。
（例：寄附の見返りとして補助金を受け取る、寄附を行うことを入札参加要件とする）

・ 地方公共団体の広報誌やホームページ等による寄附企業名の紹介や、公正なプロセスを経た上での地方公共
団体との契約などは問題ありません。

・ 企業版ふるさと納税制度（税率控除の特例措置）については、令和９年度までとなっております。

・ 税額控除の手続きや計算については、税理士や税務署にご相談ください。

企業版ふるさと納税制度について
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（例）1,000万円のご寄附をいただいた場合、最大900万円の法人関係税が軽減されます

人材派遣型の企業版ふるさと納税もあります

寄附額

企業版ふるさと納税

通常の寄附

損金算入
約３割

税額控除
最大６割

企業負担

約１割



京都府が目指す「あたたかい京都づくり」とは ①

歴史的とも言える社会の大きな転換点を迎える中、府民の皆様が、
安心して豊かに暮らし、将来に向かって夢を抱いていただくため、

府政の新たな方向性や取組を示す「京都府総合計画」を令和４年12月に改定

2019 前「京都府総合計画」策定

2020～ 新型コロナウイルスの拡大

一方で、

✓ 人口減少・少子高齢化、地域社会の衰退 （2022年の出生数は過去最少（当時））

✓ 自然災害の激甚化・頻発化

など、従来からの課題も深刻化

2022～
原油価格･物価高騰等

ロシアによるウクライナ侵攻

2022年後半以降、

✓ 急速な円安の進行と、それに伴う物価のさらなる高騰

✓ 世界的な景気の減速

✓ 中国の新型コロナ対策の変更と、それに伴うコロナの状況変化や日本・世界経済への影響

など、社会経済情勢はさらに急速に変化

● 社会経済活動に大きな影響
● デジタル化の遅れを認識
● テレワークや移住等、働き方や価値観が変化
● 人と人との絆の重要性を再認識

● 社会経済システムの混乱に拍車
● 国際秩序や安全保障が不安定化
● 経済・雇用情勢の更なる悪化
● 社会的に弱い立場にある方々にしわ寄せ
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背景

・ 全ての営みの土台となる

・ 未来を担う子どもたちをあたたかく育み、生活や絆を守る

・ 夢や希望、京都の魅力や活力の源泉となる

安心

温もり

ゆめ実現

の３つの視点から、誰もが未来に夢や希望を持てる「あたたかい京都づくり」
を進める。



人・物・情報・日々の生活の基盤づくり

ゆめ実現温もり安心

④誰もが活躍できる生
涯現役・共生京都の
実現

③子育て環境日本一・
京都の実現

②災害・犯罪等からの
安心・安全の実現

⑥未来を拓く京都産業
の実現①安心できる健康・医

療・福祉の実現

①産業・物流 ②環境 ③文化・スポーツ ④観光・交流

人口減少・少子高齢化、人と人の交流機会の減少などにより、各地域だけでは地域の
魅力と活力の創造に取り組むことが困難になっている中、府域の均衡ある発展のため、
府域内の基盤整備の効果を活用しつつ、市町村単位を越えた広域連携の取組を進める。

⑤京都府北部地域
連携都市圏

⑥南丹地域スポーツ
＆ウェルネス＆
ニューライフ

⑦京都府南部
イノベーション

ベルト

⑧グレーター
けいはんな

エリア別

テーマ別

⑤共生による環境先進
地・京都の実現

⑧交流と連携による活
力ある京都の実現

⑦文化の力で世界に貢
献する京都の実現

① ８つのビジョンと基盤整備

感染症への対応や少子化の深刻化、エネルギーや食糧の安定確保、人と人の交流機会の
減少など、新たな課題に対応したビジョンを設定し、取組を進める。

② ８つの広域連携プロジェクト
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京都府が目指す「あたたかい京都づくり」とは ②

「あたたかい京都づくり」に向けた２つの大きな取組の方向性をご紹介します。



企業版ふるさと納税によるご寄附をお願いする、

令和７年度の京都府の主な取組

次のページ以降で、８つのビジョンごとに
具体的な取組をご紹介します。
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企業版ふるさと納税によるご寄附をお願いする、

令和７年度の京都府の主な取組

（一覧表①）

１．安心できる健康・医療・福祉の実現

・ 移行期医療支援事業

・ 若年がん患者アピアランスケア支援事業

２．災害・犯罪等からの安心・安全の実現

・ 総合防災訓練等実施事業

・ 京都府起震車更新事業

・ 子供防犯総合対策事業

・ 平安騎馬隊による地域安全・交通安全対策事業

・ 特殊詐欺等被害防止対策事業

３．子育て環境日本一・京都の実現

・ 子育てが楽しい風土づくり事業

・ 子育てにやさしいまちづくり事業

・ きょうとこどもの城づくり事業

・ WEラブ赤ちゃんプロジェクト

・ きょうと婚活応援センター事業

４．誰もが活躍できる生涯現役・共生京都の実現

・ 生涯現役クリエイティブセンター事業

・ 外国人が生き生きと暮らせる多文化共生社会の実現

・ 高齢者生きがいづくり・社会参加促進事業

・ 子どもの心の診療ネットワーク事業

・ 障害者アート推進事業

・ 障害者スポーツ振興事業

・ ヘルプマーク推進事業

・ 農林水産業人材育成プロジェクト
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企業版ふるさと納税によるご寄附をお願いする、

令和７年度の京都府の主な取組

（一覧表②）

５．共生による環境先進地・京都の実現

・ 自然と文化が共生する「京都の豊かな生物多様性」継承プロジェクト

・ 植物園次の100年創生プロジェクト

・ 再生可能エネルギー等普及促進プロジェクト

・ 「京都議定書発効の地」発信プロジェクト

・ 京都の海づくり大作戦

・ 「京の木」利用促進事業

・ 森林資源の循環利用促進事業

・ 天橋立公園松並木景観保全プロジェクト

６．未来を拓く京都産業の実現

・ 産業創造リーディングゾーン

・ グローバル・スタートアップ・エコシステム構築事業

・ （仮称）京都半導体バレー構想

・ 京都フードテック基本構想

・ スタートアップ企業資金調達ピッチ会

・ 伝統産業事業者の総合的な成長・発展支援

・ 最先端技術の社会実装支援

・ 京都から地球の課題解決へチャレンジ

・ 川漁師×異業種＝京文化を支える河川の保全＆地域の賑わい創出

７．文化の力で世界に貢献する京都の実現

・ 貴重な文化財を災害等から守る

・ 京都国際アート市場活性化事業

・ 京都府庁旧本館ルネサンス事業

・ 全国高校生伝統文化フェスティバルの開催

・ Music Fusion in Kyoto 音楽祭の開催

・ 「宇治茶の文化的景観」の世界遺産登録推進

・ 「貴重な文化財を未来に！」文化財保存・管理支援事業

・ 寛永行幸四百年祭の開催 8
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企業版ふるさと納税によるご寄附をお願いする、

令和７年度の京都府の主な取組

（一覧表③）

８．交流と連携による活力ある京都の実現

・ 2025年大阪・関西万博関連事業

・ 「まるっと京都」周遊観光推進事業

・ 京都の未来を創る人材の育成

・ 京都観光人材の養成プロジェクト

・ インバウンド府域周遊促進の強化

・ 京都デジタル観光推進事業

・ 「食の京都」を通じた観光誘客と地域振興

・ ツアー・オブ・ジャパン京都ステージ

・ ニュースポーツ・eスポーツ競技の環境整備

・ 京のアスリート・ゴールドプランの推進

・ 高校生の海外留学日本一の実現

・ ～母校応援～府立学校特色化応援ファンディング事業
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企業版ふるさと納税によるご寄附をお願いする主な取組の紹介①

１．安心できる健康・医療・福祉の実現
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○ 京都府移行期医療支援センターを設置し、個々の患者さんに合った小児期医療か
ら成人期医療への移行を支援しています。

【問い合わせ先】健康福祉部 健康対策課(075-414-5688)

○ がん治療に伴う外見の変化を補完するウイッグ又は乳房補整具の購入費用を補助
することで、がん患者の心理的負担等を軽減し、療養生活の質の向上を図ります。

【問い合わせ先】健康福祉部 健康対策課(075-414-4766)

移行期医療支援事業

若年がん患者アピアランスケア支援事業

➢ 近年の医療技術の進歩により、慢性的な病気を抱える子どもの命が救われるようになった
が、成人後も継続的な治療が必要となる方も多い。

➢ 成人後も引き続き小児科を受診する人も多く、小児科医が不慣れな成人特有の病気を診察
することもあり、成人期医療の専門医への引継等が課題。

➢ 患者本人の意思や成長に合わせた医療が切れ目なく受けられるよう、専門コーディネー
ターによる医療機関・医療従事者間の連携や相談支援を実施。

POINT

Pick Up!



企業版ふるさと納税によるご寄附をお願いする主な取組の紹介②

２．災害・犯罪等からの安心・安全の実現

○ 地震や水害などの複合災害を想定した訓練を実施し、関係機関と
の連携強化や府民の防災意識の高揚を図ります。

【問い合わせ先】危機管理部 災害対策課(075-414-4472)
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総合防災訓練等実施事業

○ 起震車は、自然災害を知ることができる教材として重要であるが、
経年劣化が激しく、波形のデータも古いため、京都府起震車の更新を
行い、府民の防災意識の高揚を図ります。

【問い合わせ先】危機管理部 消防保安課(075-414-4471)

京都府起震車更新事業

○ 子供安全社会を実現するため、「見守りの目の拡充」・「ボランティアへ
の支援」・「子供自身の防犯能力向上」・「情報の発信」に取り組みます。

【問い合わせ先】警察本部 生活安全企画課犯罪抑止対策室(075-451-9111)

子供防犯総合対策事業

○ 「安全・安心な京都」の実現に向け、葵祭や時代祭の雑踏警備、観
光地の騎馬パトロール、子どもの防犯・交通安全教室などの活動を行
います。

【問い合わせ先】警察本部 地域課平安騎馬隊(075-451-9111)

平安騎馬隊による地域安全・交通安全対策事業

○ 深刻な情勢にある特殊詐欺・SNS型投資・ロマンス詐欺に関して、
事業者と連携した取組や情報発信で府民の特殊詐欺等への防御力の
強化を図ります。

【問い合わせ先】警察本部 捜査第四課特殊詐欺対策室(075-451-9111)

特殊詐欺等被害防止対策事業



企業版ふるさと納税によるご寄附をお願いする主な取組の紹介③

３．子育て環境日本一・京都の実現

○ 子どもたちだけでまちや商店街を運営する「京都版ミニ・ミュンヘン」など、笑顔
の子どもが大人や若者の目に触れたり、大人の世界に子どもが自然に入っていく取組
を実施します。

【問い合わせ先】総合政策環境部 総合政策室(075-414-4348)

➢ 18歳以下の子どもがいる世帯の割合は、1986年の５割から2022年は２割まで減少。「子ど
もがいることが当たり前」の社会ではなくなったことで、「子どもに対して寛容でない風土」
が形成されている可能性。

➢ 「子どもを持つ前」と「子どもを持った後」で「子育てに対するイメージ」に大きなギャッ
プが発生。結婚や子育てに対するネガティブなイメージの広がりにより、必要以上に後ろ向き
になっている可能性。

POINT

子育てが楽しい風土づくり事業

【18歳以下の子どもがいる世帯の

割合の推移（全国）】

日本 フランス スウェーデン

79％ 86％ 91％

【中高生の子育てへのイメージ】 【子育てが「楽しい時の方が多い」と

思う親の割合】
① 大変そう：78％

② 難しそう：62％

③ 疲れそう：57％

④ 楽しそう：56％

⑤ 人生が充実しそう：38％18.3%

26.0%

46.3%

2022年

2007年

1986年

○ 地域の様々な主体が連携し、まちにある様々な資源を活用することで、「子どもと
地域の大人」や「子ども同士」の交流やつながりを生み出し、「まち全体で子どもを
見守り支える」まちづくりを進めます。

【問い合わせ先】総合政策環境部 総合政策室(075-414-4348)

Pick Up!

➢ 子育て世代の約７割は地域の支えが重要と考えている一方で、地域に子育ての悩みを相談で
きる人がいる割合は約４割。

➢ 子どもと地域のつながりは重要であるが、子どもが外で遊ぶ時間や、友達と遊ぶ割合は大幅
に減少。

POINT

子育てにやさしいまちづくり事業

【地域の人とのつながり（現在子育て中の人）】

12

55.4% 60.8%

9.2%

56.3%

9.1%

86.9%

38.8%
22.4%

16.0%
6.4%

母親 きょうだい 父親 友達 祖母

1995年

【平日、幼稚園・保育園等以外で
一緒に遊ぶことが多い人】

40.0%

27.7%

18.3%

28.1%

子育ての悩みを相談できる人がいる

子どもを預けられる人がいる

子どもを叱ったり、注意してくれる人がいる

子どもを通じて関わっている人はいない

Pick Up!
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○ 「子ども食堂」を子どもたちの食の確保と地域交流の場として、「こどもの居場
所」を生活・学習定着の場として、全ての子どもが、心身の状況や置かれている環境
等にかかわらず、将来にわたって幸福な生活を送ることができるよう支援をします。

【問い合わせ先】健康福祉部 家庭・青少年支援課(075-414-4585)

➢ 子どもを取り巻く環境は、児童虐待や不登校、いじめ、自殺など、一層厳しさを増すとと
もに課題が複雑かつ複合化しており、子どもの権利が侵害される事態も発生。

➢ 地域のつながりの希薄化、少子化の進展により、子ども同士が遊び、育ち、学び合う機会
が減少しており、子どもが地域コミュニティの中で育つことが困難。

➢ ひとり親家庭や生活困窮世帯など様々な課題を抱える子どもをはじめとする全ての子ども
を受け入れる「きょうとこどもの城」の開設・運営支援を府内全域で実施。

POINT

きょうとこどもの城づくり事業

○ 子育てに対するポジティブなイメージを幅広い世代へ普及する取組を実施します。

【問い合わせ先】健康福祉部 こども・子育て総合支援室(075-414-4602)

Pick Up!

POINT

WEラブ赤ちゃんプロジェクト

13

Pick Up!

➢ 公共の場で泣き始めた赤ちゃんをあやすパパ・ママに対し、周囲が「泣いても気にしません
よ」と意思表示をすることで子育てにあたたかな風土づくりを推進。

➢ 社会全体で、子育て世代をあたたかく見守り支える機運を醸成することが重要。
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○ きょうと婚活応援センターが出会いから交際、成婚までをワンストップで支援し、
結婚や婚活に前向きに取り組む方を応援するための環境を整えます。

【問い合わせ先】健康福祉部 こども・子育て総合支援室(075-414-4602)

➢ 京都府の合計特殊出生率は全国43位（2023年時点）。

➢ 結婚を希望する男女は約８割存在する一方で、特に若年層における有配偶率が全国平均より
も顕著に低い。

➢ 結婚を希望する独身男女を支援するとともに、府全域で婚活の気運を醸成することが重要。

POINT

きょうと婚活応援センター事業
Pick Up!
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４．誰もが活躍できる生涯現役・共生京都の実現

○ 相談、リカレント教育、人材マッチングをワンストップで行い、誰もが生涯学び・
働き続けられる社会を目指します。

【問い合わせ先】商工労働観光部 労働政策室(075-414-5550)

➢ 人生100年時代を迎え、ミドル・シニア層を始めとした幅広い社会参加の促進が必要。

➢ 変化する社会情勢における労働力の需給バランスや求められる能力が変化する中、生産性向
上のための実践的教育（学び直しの機会）が必要。

POINT

生涯現役クリエイティブセンター事業

外国人が生き生きと暮らせる多文化共生社会の実現

○ 外国人が地域の担い手等として参画し、府民が相互に理解を深め、互いを尊重しあ
いながら暮らす多文化共生社会を目指します。

【問い合わせ先】知事直轄組織 国際課(075-414-4311)

高齢者生きがいづくり・社会参加促進事業

○ 高齢者になっても能力を発揮でき、住
み慣れた地域で安心して暮らせる社会を
目指します。

【問い合わせ先】健康福祉部 高齢者支援課(075-414-4570)

人生100年時代を支える！

子どもの心の診療ネットワーク事業

○ 発達障害の子どもが増加し、専門医療機関に診療が集中している中、
医療だけではなく教育や福祉などのさまざまな分野が手をつなぎ、子
どもの心の健康をサポートする体制を構築します。

【問い合わせ先】健康福祉部 障害者支援課(075-414-4633)

Pick Up!
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障害者スポーツ振興事業

○ 障害者がスポーツの分野で、それぞれの能力を生かして活躍でき
る社会を目指すとともに、障害のある人もない人も一緒になって活
動・交流できる場を創出します。

【問い合わせ先】健康福祉部 障害者支援課(075-414-4603)

ヘルプマーク推進事業

【問い合わせ先】健康福祉部 障害者支援課(075-414-4611)

○ 外見から分からなくても援助や配慮を必要としている方々が、援助を得や
すくなるよう「ヘルプマーク」の普及啓発に取り組みます。

農林水産業人材育成プロジェクト

○ 農林水産業の成長産業化を牽引する高度経営人材と、農山漁村を
支える多様な人材の確保・育成を図り、府内産農林水産物を未来に
つなぎます。

【問い合わせ先】農林水産部 農政課(075-414-4915)

障害者アート推進事業

○ 障害のある人の絵画、写真、陶芸、インスタレーションなど様々
な作品の展示を通じて、障害のある人もない人も、誰もが交流でき
る機会を創出します。

【問い合わせ先】健康福祉部 障害者支援課(075-414-4603)
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５．共生による環境先進地・京都の実現

【問い合わせ先】総合政策環境部 自然環境保全課(075-414-4706)

➢ 京都では、豊かな自然を背景に伝統文化等が育まれ発展してきた。

➢ 里地里山の荒廃や外来生物の侵入等により、約2,000種の野生生物が絶滅の危機に瀕して
いる。

➢ 伝統文化や暮らしへの影響により、日本人固有の自然観を含む「こころ」が失われること
が懸念される。

POINT

自然と文化が共生する「京都の豊かな生物多様性」継承プロジェクト

○ 茶道や美術工芸などの伝統文化・芸術や、祇園祭などの伝統行事、暮らしを支え
育んできた「京都の豊かな自然」を守り、次世代に継承します。

植物園次の100年創生プロジェクト

【問い合わせ先】文化施設政策監付(075-414-4670)

○ 開園100周年を迎えた府立植物園で京都から世界の生物多様性
保全に貢献していくための各種取組を進め、次の100年に向け魅
力ある園の整備を推進します。

再生可能エネルギー等普及促進プロジェクト

【問い合わせ先】総合政策環境部 脱炭素社会推進課(075-414-4297)

○ 再エネ、水素等を活用したモデル地域の構築を通じて、将来的な
脱炭素化と地域経済の発展を進めます。

「京都議定書誕生の地」発信プロジェクト

【問い合わせ先】総合政策環境部 脱炭素社会推進課(075-414-4708)

○ 「京都環境フェスティバル」や「KYOTO地球環境の殿堂」など府民への啓発事業
を実施するとともに、国内外への環境先進地・京都をPRします。

Pick Up!
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京都の海づくり大作戦

【問い合わせ先】農林水産部 水産課(075-414-4992)

○ 京都の海を「体験し、未来を想像し、行動させる」取組を推進し、広く海への関心
を高めることで、成長産業化と環境保全の両立を実現します。

「京の木」利用促進事業

【問い合わせ先】農林水産部 林業振興課(075-414-5009)

○ 京都府民が木材と触れ合う機会を提供するなど、木材利用に係る気運を醸成し、木
材利用の促進を進めます。

森林資源の循環利用促進事業

【問い合わせ先】農林水産部 林業振興課(075-414-5006)

○ 府有林の森林整備の推進により、森林資源の循環利用を促進するとともに、地球
温暖化の防止などの森林が持つ多面的機能を維持・増進します。

天橋立公園松並木景観保全プロジェクト

【問い合わせ先】建設交通部 都市計画課(075-414-5272)

○ 危機に瀕している日本三景天橋立の松並木を保全することで、地域の豊かさを守り、
次の時代へ美しい景観を継承する取組を推進します。



企業版ふるさと納税によるご寄附をお願いする主な取組の紹介⑩

６．未来を拓く京都産業の実現

※ 産業創造リーディングゾーン全体については、総合政策環境部 地域政策室(075-414-4513)まで、
お問い合わせください。 19

産業創造リーディングゾーン

○ 地域が持つ資源など、そこにしかない強みを生かしながら、国内外から注目される
テーマを掲げ、イノベーションに取り組む企業の集積を図り、次代の産業を創出する
拠点づくりを目指すともに、リーディングゾーンの効果を京都府全域に波及し、均衡
ある発展につなげます。

Pick Up!

主なテーマ 主な拠点 問い合わせ先

①環日本海物流促進
先端技術を取り入れた物流の実証と研究により、京都の
産業や地域を支える強靭かつ持続可能な物流システムを
形成

京都舞鶴港［舞鶴市］
北部工業団地［綾部市・福知山
市］

総合政策環境部
地域政策室
(075-414-4513)

②ヘルス・スポーツ産業
スポーツ＆ウェルネス（心と体の健康）、フードテック産業
等をテーマに新産業創造に向け、産学公連携による多様な
産業の集積を推進

京都トレーニングセンター[京丹波
町]
府立京都スタジアム[亀岡市]

総合政策環境部
地域政策室
(075-414-4513)

③アート＆テクノロジー
京都の文化・芸術の力を生かし、アートとテクノロジーを
融合させた新たな産業を創造し、次世代を担う起業家や
企業の中核を担う人材を育成

アート&テクノロジー・ヴィレッジ京都
［大山崎町］

商工労働観光部
産業振興課
(075-414-4852)

④フードテック産業
世界的な課題である人口増加に伴う「食」の量と質の確
保などの解決に取り組む国内外の研究機関やスタートアップ
企業等の集積を促進

けいはんなフードテックヒル
[京田辺市・精華町]

商工労働観光部
文化学術研究都市
推進課
(075‐414‐5194）

⑤シルクテキスタイル産業
世界最高レベルのシルクと染めと織りの技術を活用した
テキスタイル産地を形成

丹後テキスタイルパーク［京丹後市］
西陣・堀川地区［京都市］

商工労働観光部
染織・工芸課
(075‐414‐4858)

⑥脱炭素産業
電池・バイオ等のテクノロジーの集積を生かした脱炭素
関連企業の共創の場を創設

自然エネルギーや豊かな自然環境を由来とする新産業の
創出・地域活性化を推進

ZET-valley [京都市・向日市]

サステナブルパーク [宮津市]

商工労働観光部
産業振興課
(075‐414‐4849)

総合政策環境部
地域政策室
(075-414-4513)

⑦クロスメディア産業
映画・ゲーム・アニメ・マンガ関連企業が集積するという
世界でも珍しい京都の強みを生かしたコンテンツ産業の育成

太秦メディアパーク[京都市]
商工労働観光部
産業振興課
(075‐414‐4852)

⑧新名神・近未来都市形成
新名神周辺エリアで、関西文化学術研究都市等の研究
機関と連携し、先端技術を盛り込んだ近未来都市を形成

城陽市東部丘陵地[城陽市]
総合政策環境部
地域政策室
(075-414-4513)
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【問い合わせ先】商工労働観光部 産業振興課(075-414-5103)

Pick Up!

➢ 京都には、先端素材研究で世界をリードする大学や半導体製造に関わる装置・設計等メー
カー、それらを支える中小企業群が集積。

➢ 国際的な半導体関連学会を機としたイベント開催や、海外展示会への京都パビリオン出展を
通じて京都企業のビジネス機会の拡大、国内外へのプレゼンス強化を促進。

➢ 産官学による構想推進体制の構築。

POINT

（仮称）京都半導体バレー構想

○ 京都市から学研都市までを含む広いエリアで半導体の素材研究から半導体のデザ
イン、実装まで、一貫した半導体エコシステムの構築を目指します。

【問い合わせ先】商工労働観光部 産業振興課(075-414-5106)

➢ 京都に集積するディープテック領域のスタートアップ企業は、先進的な研究・技術で世界的
な課題を抜本的に解決する可能性あり。

➢ 長期の研究開発を支える資金や拠点、事業成長を担うビジネス人材の不足、新技術を早期に
社会実装する仕組みが確立していない等の課題がある。

POINT

グローバル・スタートアップエコシステム構築事業

○ 京都を舞台に、国内外の起業家、投資家、事業会社等が交流できる機会を提供し、
新事業の共創や協業等を促進することで、社会課題の早期克服を目指します。

Pick Up!
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【問い合わせ先】商工労働観光部 産業振興課(075-414-5106)

スタートアップ企業資金調達ピッチ会

○ スタートアップ企業の早期成長への支援により、イノベーションを加速させ、京都
経済・産業の発展につなげます。

【問い合わせ先】商工労働観光部 染織・工芸課(075-414-4856)

伝統産業事業者の総合的な成長・発展支援

○ 伝統産業を次世代のライフスタイルに合う「生活文化提案型産業」として再構築し、
商品開発・市場開拓支援など総合的な取組を推進します。

【問い合わせ先】商工労働観光部 文化学術研究都市推進課(075-414-5194)

最先端技術の社会実装支援

○ けいはんなの世界的な「知」の集積と、産学公“住”による実証実
験フィールドを活かし、先端技術の社会実装を目指します。

【問い合わせ先】農林水産部 流通・ブランド戦略課(075-414-4968)

➢ 京都府の農林水産業に適したスマート技術や、気候変動下における高品質・低コスト生産が
可能な品種や生産技術の確立など農林水産業が抱える課題への対応。

➢ 京都の食文化や健康機能性、オーガニックなど新たなブランド価値の付加や、フードロス削
減などＳＤＧｓを意識した加工食品の開発商品化を支援。

➢ 輸出をはじめとした広域流通のための保存・輸送技術等の開発実用化。

POINT

京都フードテック基本構想

○ フードテックの研究開発、産学公による研究ネットワーク構築、オープンイノ
ベーションによる新商品・サービスの創出支援により、農林水産業・食関連産業が
抱える課題を解決します。

Pick Up!
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京都から地球の課題解決へチャレンジ

【問い合わせ先】商工労働観光部 文化学術研究都市推進課(075-414-5194)

○ 地球規模の課題解決に取り組む学研都市を目指し、国際会議の開催や大学・研究機
関の成果を事業化するオープンイノベーションを推進します。

川漁師×異業種＝京文化を支える河川の保全＆地域の賑わい創出

【問い合わせ先】農林水産部 水産課(075-414-4992)

○ 多面的機能を有する河川の環境管理を担う内水面漁協が行う、観光業等の異業種と
連携した新たな地域振興の取組を推進します。
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７．文化の力で世界に貢献する京都の実現
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【問い合わせ先】文化生活部 文化政策室(075-414-5166)

➢ 京都府内には、歴史的建造物など数多くの貴重な文化財（未指定文化財を含む）が継承され
ている。

➢ 文化財の多くは劣化が進んでおり、保存・修理が必要であるとともに、地震や火災等から守
るための防災対策も必要な状況。

POINT

貴重な文化財を災害等から守る

○ 貴重な文化財を大規模災害等から保全し、文化資源を生かした交流人口の増加を図
り、地域の活力の向上を図ります。

【問い合わせ先】文化生活部 文化芸術課(075-414-4219)

Pick Up!

➢ 世界のアート市場における日本のシェアは、僅か１％程度にとどまっている状況。

➢ 芸術系の大学が多い京都において、若手アーティストが国際市場で評価される仕組がない
状況。

POINT

京都国際アート市場活性化事業

○ アートフェア「Art Collaboration Kyoto」「ARTISTS’ FAIR KYOTO」の開催を
通じて、京都を現代アートの世界的な拠点とし、京都のアーティストが国際的に評
価される仕組をつくります。

Pick Up!
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京都府庁旧本館ルネサンス事業

【問い合わせ先】総務部 府有資産活用課(075-414-5435)

○ 国の重要文化財「京都府庁旧本館」を次代へ継承するため、「文化の都・京都」の
象徴に相応しい施設に向けて再整備します。

全国高校生伝統文化フェスティバルの開催

【問い合わせ先】文化生活部 文化芸術課(075-414-4222)

○ 全国の高校生が京都に集い、地域の伝統文化を発表するフェス
ティバルの開催を通じて、日本文化を国内外に発信し、次世代への
継承・発展につなげます。

Music Fusion in Kyoto 音楽祭の開催

【問い合わせ先】文化生活部 文化政策室(075-414-4320)

○ 誰もが親しみやすい文化である音楽を軸とした取組を通じて、府
内一円を音楽で満たし、次世代の音楽家育成や地域活性化につなげ
ます。

「宇治茶の文化的景観」の世界遺産登録推進

【問い合わせ先】農林水産部 農産課(075-414-4944)

○ 「宇治茶の文化的景観」の世界文化遺産登録を推進して、宇治茶
の価値を世界の人々と共有し、人類共通の宝として将来にわたって
継承します。

「貴重な文化財を未来に！」文化財保存・管理支援事業

【問い合わせ先】教育委員会 文化財保護課(075-414-5896)

○ 零細な所有者への支援を行うことにより、貴重な文化財の減失を未然に防ぎ、未
来へ継承し続けます。

寛永行幸四百年祭の開催

【問い合わせ先】文化生活部 文化政策室(075-414-5140)

〇 後水尾天皇が二条城に赴いた、江戸時代最大のイベントといわれる「寛永行幸」
から 2026 年で 400 年を迎えることを記念し、行幸行列の再現や各種企画・展示等
をオール京都体制で企画・実施します。
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【問い合わせ先】総合政策環境部 万博・地域交流課(075-414-5303)

➢ 「文化・環境」「産業」「観光」「地域」の４分野が密接に連携・融合した取組を実施

➢ 京都駅周辺エリアや万博会場をゲートウェイとした京都府域への誘客促進を図るため、オー
ル京都体制にて、イベント等様々な取組を実施

➢ 万博期間中の取組について、大阪・関西万博きょうと推進委員会公式HP及び公式SNSを活
用した一元的な情報発信を実施

POINT

2025年大阪・関西万博関連事業

○ 大阪・関西万博を契機に府内各地に人や投資を呼び込むことで、京都府全体の活性
化につなげるとともに、京都の未来を担う人材や企業、文化を育みます。

【問い合わせ先】商工労働観光部 観光室(075-414-4877)

Pick Up!

➢ 観光需要の急速な回復により京都市内の一部観光地で過度な混雑が発生。

➢ 「もうひとつの京都」エリアや「とっておきの京都」エリアへの観光入込客数や観光消費額
を増加させる必要。

➢ 場所の分散化に加え、ナイトタイムエコノミーなど時間の分散化が必要。

POINT

「まるっと京都」周遊観光推進事業

○ 府市連携による更なる観光客の分散化に向けて、「場所」・「時間」の分散化を推
進する。

Pick Up!
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「食の京都」を通じた観光誘客と地域振興

【問い合わせ先】商工労働観光部 観光室(075-414-4837)

○ 地域のいちおし食材を活用した魅力向上や京都の長い歴史の中で培われた食文化の
発信など、「食」をテーマに府域の観光誘客を促進します。

京都観光人材の養成プロジェクト

【問い合わせ先】商工労働観光部 観光室(075-414-4854)

○ 持続可能な京都観光の実現に向け、京都観光を支える人材を育成
します。

インバウンド府域周遊促進の強化

【問い合わせ先】商工労働観光部 観光室(075-414-4878)

○ 府域全体の観光消費額を引き上げるため、インバウンドの府域
への誘客・周遊促進に取り組みます。

京都デジタル観光推進事業

【問い合わせ先】商工労働観光部 観光室(075-414-4854)

○ デジタル技術を活用した満足度の高い観光を実現するとともに、
データを活用した効率的な経営への転換支援やプロモーションにつ
なげます。

京都の未来を創る人材の育成

【問い合わせ先】総合政策環境部 大学政策課(075-414-4526)

○ 「学生×地域×企業」のプロジェクトを支援し、地域や企業の課題解決を通じて、
京都の未来を支える優秀な人材を育成します。

➢ 京都の地域や企業の状況、活動内容については、学生に認知されていない。

➢ 地域や企業は担い手が不足しているにもかかわらず、卒業後に学生が他都道府県へ流出。

POINT



企業版ふるさと納税によるご寄附をお願いする主な取組の紹介⑱

27

高校生の海外留学日本一の実現

【問い合わせ先】教育庁指導部 高校教育課(075-414-5846)

○ 海外における様々な学び、経験を希望する府立高校生に留学の機会を支援し、留学
環境の日本一を実現します。

～母校応援～府立学校特色化応援ファンディング事業

【問い合わせ先】教育庁管理部 総務企画課(075-414-5706)

○ 子どもたちの未来を広げるため、ふるさと納税を活用した母校応援制度を創設し、
府立学校の魅力向上や学校独自の特色充実に取り組みます。

ニュースポーツ・eスポーツ競技の環境整備

【問い合わせ先】文化生活部 スポーツ振興課(075-414-4252)

○ ニュースポーツ、eスポーツの大会開催やスポーツを支える人材育成を
支援し、競技の継続的な実施に向けた環境の整備を進めます。

京のアスリート・ゴールドプランの推進

【問い合わせ先】教育委員会 保健体育課(075-414-5864)

○ 競技人口の拡大、競技の普及からトップアスリートの育成まで、各段階における
取組を推進し、府内の競技力を向上します。

ツアー・オブ・ジャパン京都ステージ

【問い合わせ先】文化生活部 スポーツ振興課(075-414-5144)

○ 国内最大級の国際自転車ロードレースを「お茶の京都」エリアで開催
し、スポーツの魅力を府民が身近に感じられる環境づくり
や南部地域の観光振興を図ります。



これまでにいただいたご寄附を活用して実施した主な取組

京都国際アート市場活性化事業

「子育て環境日本一・京都」の実現に向けた取組の推進に関する事業

１ 子育て支援拠点等を活用した、新規転入の子育て世帯が孤立感や
疎外感なく、安心して子育てができる環境づくりを推進しています。

（子どもの遊びイベント来場者数（全３回）：1,316人）

２ 商店街のアーケードにおける、「WEラブ赤ちゃんプロジェクト」の
案内フラッグ掲出による、子育てにやさしい風土づくりを推進して
います。（フラッグ掲出箇所（R5）：５箇所）

１ 京都のアーティストの国際発信とアート市場の活性化のため、世界
中のギャラリーが集まる国際アートフェア「Art Collaboration 
Kyoto」を開催しました。
（R5.10.28～30開催、来場者数：約２万人）

２ プロデビューの場として、若手作家を中心とする出演者が自ら作品
を展示・販売する京都創発のアートフェア「ARTISTS’FAIR
KYOTO」を開催しました。
（R6.3.1～3開催、来場者数：約１万人）

貴重な文化財を災害等から守る

歴史的建造物等の保存・修理や地震火災等から文化財を守る取組に
より、世界に誇る貴重な文化財を良好な状態で次代に継承していき
ます。（未指定文化財の修理及び防災設備設置数：19件(H28～R5)）

ニュースポーツ・ｅスポーツの産業創造・育成

１ パルクール鬼ごっこ日本選手権２０２３を開催しました。

（R5.12.16開催、参加者:約300人、観戦者:約2.1万人※）

２ NEWスポーツフェス！（スプラトゥーン、ロケットリーグ大会

等）を開催しました。

（R5.11.3～5開催、参加者:約500人、観戦者:約7.7万人※）

※オンライン観戦含む
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【子どもの遊びイベント】
（アスピアやましろ）

【フラッグ掲出】
（河原町商店街））

【長岡天満宮】
（長岡京市）

【パルクール鬼ごっこ
日本選手権2023】

【Art Collaboration Kyoto】

【ARTISTS’FAIR KYOTO】

【NEWスポーツフェス！】


